
１．序論

　2018年度に開設した広島文化学園大学人間健康
学部は，中学校・高等学校教諭一種免許状（保健
体育）の教職課程と社会福祉士・精神保健福祉士
養成課程を一学部一学科で内包する学部として誕
生した。全国的に特徴的な学部であり開設３年目

を迎えた2020年10月現在，学生定員を上回る在学
生が入学し学んでいる。しかし，内訳をみると，
日本学術会議が指摘している全国的な状況と同じ
く（日本学術会議，2011），福祉士国家資格をめ
ざす入学者の割合及び実数は著しく少ない（東川
他，2019）。人間健康学部は，2021年度をもって
完成年度となるが，翌2022年度以降，さらに社会
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３）偏差値区分

　河合塾が運営する大学入試情報サイト「Kei-

Net」を基に調査対象学科の偏差値（河合塾，
2020）を抽出し，「35未満」（BF），「35以上40未満」，

「40以上45未満」，「45以上」の４つに区分した。

４）カリキュラム分類

　調査対象学科をカリキュラム内容によって分類
し集計した。分類は，福祉資格（社会福祉士，精
神保健福祉士，介護福祉士，及び保育士）及び教
員免許，公認心理師養成課程の有無を基準とし
た。福祉資格を複数取得できるカリキュラムを「福
祉強化型」，福祉資格と教員免許または公認心理
師が取得できるカリキュラムを「多分野複合型」
に区分した。福祉強化型は，更に社会福祉士と精
神保健福祉士の２つの国家資格を取得できる「福
祉強化型A」と，社会福祉士，精神保健福祉士，
介護福祉士，及び保育士資格のうち３つ以上を取
得できる「福祉特化型B」に分類した。多分野複
合型は，福祉資格と公認心理師を併せて取得でき
る「多分野複合型A」と，福祉資格と教員免許を
組み合わせて取得できる「多分野複合型B」に分
類した。

（３）　倫理的配慮

　大学及び学科名は匿名とした。

（４）　統計的処理

　調査項目のうち，定量的データはすべて平均値
及び標準偏差を求めた。調査項目間の関係を明ら
かにするために，学生定員充足率区分，学科名称，
偏差値区分，カリキュラム分類の間でクロス集計
し，x2検定を行った。次に，x2検定にて学生定員
充足率区分との関連に有意差が認められた要因を
独立変数として，定員充足の有無を従属変数とす
る単変量ロジスティック回帰分析（強制投入法）
を行った。有意水準はそれぞれ５％未満とし，解
析にはSPSS version 24.0を使用した。

的役割を果たす学部となるためには，現状を分析
しつつ，若者が入学を希望する大学として，広報
面はもちろん教育課程（カリキュラム）の充実等
により，準備を行う必要がある。そのため，学部
内にカリキュラム再編ワーキンググループが設置
され，福祉カリキュラム部門としては，他大学の
調査，本学部福祉系カリキュラムの課題について
検討を行った。
　本報告では，私立大学のソーシャルワーク教育
課程の大きな課題のひとつである学生定員充足率
に注目し，充足に影響を及ぼす要因を明らかにす
ることを目的に検討を行った。

２．方法

（１）　調査対象

　近畿，中四国，及び九州・沖縄地区にあるソー
シャルワーク教育課程ないし福祉士国家資格課程
を有する大学のうち，国公立大学を除いた58大学
63学科を分析対象とした。

（２）　調査項目

１）学生定員充足率

　大学の情報公表制度（学校教育法施行規則第
172条の２第１項）に基づき，各大学に公表すべ
き事項として定められている項目のうち，入学者
数，収容定員，在学生数，及び定員充足率を抽出
した。定員充足率は，文部科学省による私立大学
等経常費補助金通知（文部科学省高等教育局，
2018）を参照し，「0.7倍未満」，「0.7倍以上0.9倍
未満」，「0.9倍以上1.1倍未満」，「1.1倍以上」の４
つに分類した。なお，x2検定及び単変量ロジス
ティック回帰分析においては，充足をしていない

「＜90」と充足している「90≦」の２区分とした。

２）学科名称

　調査対象学科の名称に「福祉」の語を含むか否
かについて区分を行った。
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た（p<.05）。残差分析の結果，「＜90」において
は「名称に福祉含む」の件数が多く，「90≦」に
おいては「名称に福祉含まない」が多かった。次
に，偏差値区分との間にも有意な関連が認められ
た（p<.01）。残渣分析の結果，「＜90」において
は「35未満」の件数が多く，「90≦」においては「35
以上40未満」が最も多かった。そして，カリキュ
ラ ム 分 類 と の 間 に も 有 意 な 関 連 が 認 め ら れ

（p<.001）。福祉強化型は「＜90」が多く，多分野
複合型は「90≦」が多かった。

（３）　学生定員充足に関連する要因の検討

　x2検定で有意であった要因を独立変数，学生定
員充足の有無を従属変数とする単変量ロジス
ティック回帰分析を行い，調整オッズ比（OR）
と95％信頼区間（CI）を算出した（Table 3）。
　まず，学科名称に福祉を含むか否かが，学生定
員充足と有意に関連していた（OR=5.091，CI: 

1.288-20.127，p<.05.）。次に，偏差値区分の上昇

３．結果

（１）　調査対象の概要

　調査対象63学科の概要をTable 1に示す。学生定
員充足率は，最大値118.8％，中央値91.4％，最低
値42.0%であった。
　学科名称に「福祉」を含まない学科は46学科で
あり，福祉を含む学科を大きく上回った。偏差値
区分をみると，全63学科中26学科が「35未満」，
20学科が「35以上40未満」であり，40未満が過半
数であった。カリキュラム分類としては，福祉強
化型が40学科（Aが22学科，Bが18学科），多分野
複合型が23学科（Aが９学科，Bが13学科）であっ
た。

（２）　学生定員充足率と各要因の関連

　学生定員充足率に関連する要因を検討するため
に行ったx2検定の結果をTable 2に示す。
　まず，学科名称との間に有意な関連が認められ

Table 1　調査対象学科の概要
定員充足率（％）

< 70（N =14） 70-89（N =13） 90-109（N =27） > 110（N =9） Total（N =63）
学科名称
　名称に福祉含む 0 （0％） 3 （5％） 9 （14％） 5 （8％） 17 （27％）
　名称に福祉含まない 14 （22％） 10 （16％） 18 （29％） 4 （6％） 46 （73％）
偏差値区分
　35未満 9 （14％） 8 （13％） 8 （13％） 1 （2％） 26 （41％）
　35以上40未満 5 （8％） 3 （5％） 9 （14％） 3 （5％） 20 （32％）
　40以上45未満 0 （0％） 2 （3％） 6 （10％） 3 （5％） 11 （17％）
　45以上 0 （0％） 0 （0％） 4 （6％） 2 （3％） 6 （10％）
社会福祉士養成課程
　あり 14 （22％） 13 （21％） 24 （38％） 7 （11％） 58 （92％）
　なし 0 （0％） 0 （0％） 3 （5％） 2 （3％） 5 （8％）
精神保健福祉士養成課程
　あり 13 （21％） 11 （17％） 19 （30％） 6 （10％） 49 （78％）
　なし 1 （2％） 2 （3％） 8 （13％） 3 （5％） 14 （22％）
介護福祉士養成課程
　あり 8 （13％） 4 （6％） 4 （6％） 1 （2％） 17 （27％）
　なし 6 （10％） 9 （14％） 23 （37％） 8 （13％） 46 （73％）
カリキュラムの分類
　福祉強化型A 7 （11％） 5 （8％） 9 （14％） 1 （2％） 22 （35％）
　福祉強化型B 7 （11％） 5 （8％） 5 （8％） 1 （2％） 18 （29％）
　多分野複合型A 0 （0％） 1 （2％） 5 （8％） 4 （6％） 10 （16％）
　多分野複合型B 0 （0％） 2 （3％） 8 （13％） 3 （5％） 13 （21％）

Number （％），福祉強化型A（社会福祉士＋精神保健福祉士 ），福祉強化型B（福祉士国家資格3つ以上 ），多分野
複合型A（福祉資格＋公認心理師），多分野複合型B（福祉資格＋教員免許）
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資格課程との関連について検討を行った。調査対
象が西日本に留まり，私立大学に限定した調査で
あるという限界があるものの，次のような現状を
明らかにした。
　検討の結果，学科名称や偏差値といった大学の
外観的な要因だけでなく，カリキュラムという大
学教育の内容についても学生定員充足率に影響を
及ぼしていることが示唆された。なかでも，複数
の福祉資格を取得できる福祉強化型カリキュラム
よりも，公認心理師や教員免許を取得できる多分
野複合型カリキュラムが学生定員充足率を高める
予測因子であった。雇用情勢等，福祉専門職に寄
せられるニーズから考えると，福祉の社会的意義
が低減しているというよりは，むしろ福祉資格カ
リキュラムの精度の問題であるとも解され，必要
以上に大学生活を圧迫している結果であると解す

と学生定員充足についても有意に関連しているこ
とが示された（OR=3.289，CI: 1.594-6.790，p<.001.）。
そして，対象学科のカリキュラム区分をみると，
多分野複合型のうち，福祉資格と公認心理師の組
み合わせであるA（OR=8.000，CI: 1.001-63.963，
p<.05.）とB（OR=6.000，CI: 1.343-26.808，p<.05.）
のいずれも学生定員充足率と有意に関連している
ことが認められた。なお，複数の福祉資格を取得
できる福祉強化型カリキュラムは，学生定員充足
率に影響を及ぼしていなかった。

４．考察

　本報告では，私立大学のソーシャルワーク教育
課程の課題として，学生定員充足率に注目し，学
科名称，偏差値区分，及びカリキュラムにおける

Table 2　学生定員充足率と学科名称，偏差値区分，及びカリキュラム分類の関連
<90 （N=27） 90≦ （N=36） x2

学科名称
　名称に福祉含む 24 （52％） 22 （48％） 6.042*
　名称に福祉含まない 3 （18％） 14 （82％）
偏差値区分
　35未満 17 （65％） 9 （35％） 12.689**
　35以上40未満 8 （40％） 12 （60％）
　40以上45未満 2 （18％） 9 （82％）
　45以上 0 （0％） 6（100％）
カリキュラムの分類
　福祉強化型A 24 （60％） 16 （40％） 13.764**
　福祉強化型B 3 （13％） 20 （87％）
　多分野複合型A 24 （60％） 16 （40％）
　多分野複合型B 3 （13％） 20 （87％）

Number （％），Mean±SD，*: p<.05，**: p<.01，***: p<.001．

Table 3　学生定員充足率（0=未充足，1=充足）に関連する要因
odds比 95％信頼区間

学科名称 福祉含む 0.240 0.046- 1.243
福祉含まない 5.091 1.288-20.127*

偏差値 偏差値区分 3.289 1.594- 6.790***

カリキュラム 福祉強化型A 0.833 0.360- 1.929
福祉強化型B 0.500 0.188- 1.332
多分野複合型A 8.000 1.001-63.963*
多分野複合型B 6.000 1.343-26.808*

*: p<.05，**: p<.01，***: p<.001．HosmerとLemeshowの検定：n.s.
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市部への人口集中等により，専門職であるか否か
をと問わず，地域では相互扶助及び地域包括ケア
の担い手が必要となっている。また，虐待，DV，
各種ハラスメント等，緩和・解決のためにメンタ
ルヘルスや社会資源の知識・活用技術を要する課
題が山積みであり，一般人においても対人援助技
術が求められる時代でもある。福祉専門職をめざ
す学生以外にも，福祉を学ぶことで，弱い立場に
いる人たちへの関心，社会問題解決への関心，利
他的意識・公共心を育むことができ，社会を良い
ものにしようとする姿勢・発想を醸成することが
できよう。これらのことから，福祉資格取得をめ
ざす学生はもちろん，全学部生にとってアクセス
しやすいカリキュラムとして福祉が学べるように
する必要がある。他資格と併修ができるよう，他
の資格指定科目とのすり合わせ，教養教育として
の科目内容の一般化，履修上の柔軟性向上等，カ
リキュラム再編でやるべきことは多い。

５．結論

　本報告は，私立大学ソーシャルワーク教育課程
の学生定員充足率に焦点を当て，関連する要因を
検討した。その結果，福祉資格を複数取得できる
福祉強化型カリキュラムに比べて，多分野複合型
カリキュラムが，学生定員充足率を促進すること
が示唆された。
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ることができる。そもそも，社会福祉士，介護福
祉士，精神保健福祉士，保育士といった，共通す
るフィールドをもつ福祉資格をそれぞれカテゴ
リー化することに対しては，カテゴリー間の階層
化，技術構成の硬直化，及び必要とされる技術習
得及び発展を阻むものとして，資格創設の際に懸
念が寄せられていた（浅原，2017）。国家資格と
しての資格法制化の背景には，政策転換に伴う厚
生省主導の関連団体との調整があり，既存の市場
とは異なる新たな市場づくりの狙いがあったとの
指摘がされている（京須，2006）。そのため，教
育内容をはじめとする各福祉資格制度には，強い
行政規制が及んでおり，職能団体による自律性も
限定的であるとの問題提起が創設当初になされて
いた（北村，1989）。現在までに，総合的かつ包
括的な支援を行う専門資格として，福祉資格の統
合化が提案されてきたものの（秋山，2007），未
だ実現にはほど遠い状況にある。
　実際に，社会福祉士及び精神保健福祉士課程を
精査すると，大学卒業に要する124単位のうち，
社会福祉士指定科目が63単位，精神保健福祉士が
65単位と過半数を占める。社会福祉士及び精神保
健福祉士の両資格を得ようとする場合には，うち
31単位の共通指定科目があるものの，総計98もの
単位を，国家資格を得るために充足しなければな
らない（広島文化学園大学，2020）。いわゆる職
業教育的な大学生活とならざるをえない状況であ
り，他の学問領域に触れることを妨げるカリキュ
ラムであるとの指摘ができる。歴史的に，大学は
職業教育の場ではなく，一般教養教育（リベラル
アーツ）等を含めた，有能で教養ある人間を育成
することを目的とした教育機関であるとされてき
たことを鑑みると（Mill，1867），カリキュラム
の精査が必要であろう。
　福祉士養成課程の学生定員充足率の低迷は，冒
頭で述べた通り，全国的な問題となっている（日
本学術会議，2011）。しかし，多分野複合型の多
くが，文部科学省が適切と考える90％以上の学生
定員充足率を満たしており，福祉の学びそのもの
が否定されているわけではない。少子高齢化，都
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